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臨時福祉給付金　ほか
元気ふれあい長寿のつどい　ほか
耐震事業　ほか　　
まちのホットニュース
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私
た
ち
の
身
近
で
頼
り
に
な
る
相
談
相
手

人
権
擁
護
委
員
に
吉
水
美
津
代
さ
ん
を
委
嘱

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
期
間
は
、９
月
１
日
〜
12
月
２
日
ま
で

総
務
課（
℡
72
ー
２
０
５
１
）
か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
72
ー
２
０
５
１
）
か
ら
お
知
ら
せ

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ

Ｔ
Ｍ（
銀
行
・コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
支
払
機
）の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」や「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を

支
給
す
る
た
め
に
、手
数
料
な
ど

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
等

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
町
や

厚
生
労
働
省（
の
職
員
）な
ど
を

か
た
っ
た
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
、郵
便
が
届
い
た
ら
、

迷
わ
ず
、町
や
最
寄
り
の
警
察
署

（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
♯
９
１
１
０
））に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

吉水美津代さん

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、所
得
の

低
い
方
々
へ
の
負
担
緩
和
を
目
的

と
し
た
臨
時
的
な
給
付
金（
臨

時
給
付
金
）が
、昨
年
度
に
引
き

続
き
今
年
度
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
給
付
対
象
者

　
次
の
両
方
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で

み
な
べ
町
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
方

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

※

た
だ
し
、市
町
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
、生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
に
つ
い

て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
給
付
額

　
市
町
村
民
税
非
課
税
者
１
人

に
つ
き
６
千
円

■
申
請
書
は
郵
便
で

お
届
け
し
ま
す

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請

書
は
、８
月
下
旬
に
税
務
課
か
ら

給
付
金
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
方

に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
請
書
は
直
接
役
場
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
か
、必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
し
、申
請
に
必
要
な

書
類
を
添
付
し
て
申
請
書
送
付

時
に
同
封
し
て
い
ま
す
返
信
用
の

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
に
添
付
す
る
も
の

①
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人

確
認
を
す
る
た
め
の
書
類（
運
転

免
許
証
、保
険
証
の
写
し
な
ど
）

②
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類（
通
帳
の
写
し
）

　
直
接
役
場
に
提
出
さ
れ
る
方

は
、支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人

確
認
を
す
る
た
め
の
書
類
と
振

込
口
座
の
通
帳
及
び
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、昨
年
度
に
対
象
者
と

な
り
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
つ
い
て
は
、同
じ
口
座
へ
の
振
込

み
の
場
合
は
、通
帳
の
持
参
は
い

り
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　
９
月
１
日
〜
12
月
２
日
ま
で

※

申
請
受
付
期
間
外
で
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
の
受
取
方
法

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」は
、確

実
に
町
民
の
方
に
お
届
け
す
る

た
め
、口
座
振
込
み
が
原
則
と

な
っ
て
お
り
、申
請
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
指
定
口
座
へ
の
振

込
み
と
な
り
ま
す
。

※

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
請
書

に
よ
り
、内
容
を
審
査
、支
給
決

定
を
し
、振
込
み
の
際
に
は
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
支
給
決
定
通
知

書
」を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
し
て

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

制
度
及
び
対
象
者
の
判
定
に
つ

い
て
、く
わ
し
く
は
今
月
の
広
報

と
一
緒
に
お
配
り
し
て
い
ま
す

「
お
知
ら
せ
し
ま
す
。２
つ
の
給

付
金
。」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
吉
水
美
津
代
さ
ん（
西
岩
代
）

が
、平
成
27
年
７
月
１
日
付
け
で

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
３

年
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、町
が
議

会
の
同
意
を
得
て
候
補
者
を
推

薦
し
、そ
れ
を
受
け
て
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
ま
す
。私
た
ち
の
身

近
で
頼
り
に
な
る
相
談
相
手
で

す
。町
で
は
、毎
月
１
回
行
政
相

談
と
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ

る
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
の
相
談
日
は
18
日（
火
）、

役
場
で
行
い
ま
す
。も
し
困
って
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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住民福祉課（℡72－２１６１）からおしらせ
９月３日・４日に
「元気！ふれあい長寿のつどい」を開催
　75歳以上の皆さんを対象に、今年も敬老福祉大会「元気！ふれあい長寿のつどい」を９月３日（木）、４日（金）の２日間、それぞれ午前 11時から午後３時まで、紀州南部ロイヤルホテル（山内）で開催します。
　皆さんお誘い合わせて、ぜひご参加いただき、一日楽しくゆっくりお過ごしください。
　なお、今年の対象は、昭和 16年４月１日以前に生まれた方です。
●９月３日の参加対象地区
　南部（堺・埴田・片町以外）地区、高城地区、清川地区
●９月４日の参加対象地区
　南部 (堺・埴田・片町 )地区、岩代地区、上南部地区
参加申し込みは８月 20日までに長寿クラブ役員さんへ
　対象の皆さんには、８月上旬に案内状を郵送します。
参加申込書を同封していますので、ご記入の上、８月 20日（木）までにご自分の地区の長寿クラブ役員さん（上表）にお渡しください。　
　くわしくは、住民福祉課へお問い合わせください。

※写真挿入　Ｐ説　昨年度の様子

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」や

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を

よ
そ
お
っ
た
、振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、今
年
も
敬
老
福
祉
大
会「
元

気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を

９
月
３
日（
木
）、４
日（
金
）の
２

日
間
、そ
れ
ぞ
れ
午
前
11
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル（
山
内
）で
開
催
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
、ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、一日
楽
し
く

ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
年
の
対
象
は
、昭
和

16
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
す
。

●
９
月
３
日
の
参
加
対
象
地
区

　
南
部（
堺・埴
田・片
町
以
外
）

地
区
、高
城
地
区
、清
川
地
区

●
９
月
４
日
の
参
加
対
象
地
区

　
南
部(

堺・埴
田・片
町)

地
区
、

岩
代
地
区
、上
南
部
地
区

参
加
申
し
込
み
は
８
月
20
日
ま

で
に
長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん
へ

　
対
象
の
皆
さ
ん
に
は
、８
月
上

旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

　
参
加
申
込
書
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
記
入
の
上
、８
月
20

日（
木
）ま
で
に
ご
自
分
の
地
区
の

長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん（
上
表
）

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。　

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

各地区長寿クラブの役員（敬称略） ９
月
3
日・４
日

「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催
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埴 田
片 町
新 町
北 道
南 道
芝

芝 崎
東 吉 田
気 佐 藤
新 庄
千 鹿 浦
山 内
東 岩 代
西 岩 代

堺第１長寿クラブ
堺第２長寿クラブ
福寿会
和交クラブ
新町長寿クラブ
（副区長さんに申込）
南道元気会
栄寿クラブ
芝崎不老寿会
東吉田長寿クラブ
気佐藤長寿クラブ
新庄長寿クラブ
（区長さんに申込）
山内喜楽会
寿会
喜楽会

酒 井 宏 祐
湯川洋之助
森　　　茂
岡 　 昌 美
辻  村　環
早 川 博 志
星 山 秀 雄
新 家 昭 煇
矢 口 節 美
松  本    進
堅 田 眞 弘
武 田 益 治
東 山 信 夫
山 中 正 次
地主昭太郎
丸 山 安 雄

堺
谷 口
筋

徳 蔵
熊 岡

晩 稲

東 本 庄

西 本 庄
滝・高 野
土井・市井川
熊 瀬 川

大川・名之内
木ノ川・軽井川

島之瀬・広野
東神野川

第一寿養会
（区長さんに申込）
第三寿養会
和楽会
松寿会
梅の里
明老会
天寿会
楽生会
城西第一寿会
城西第二寿会
梅寿会

福寿会

第一清寿会
第二清寿会

森本千代子
井 出 忠 夫
森 　 圭 子
森 下 一 夫
塩 田 義 治
桐 本 澤 子
佐 々 木 優
山 﨑 清 美
山 本 　宏
大 串 　淳
西 川 敏 雄
瀧  尻 　健

伏 見 康 郎

仁  木　 豊
平 　 亀 一

役 員 名長寿クラブ名地区名 役 員 名長寿クラブ名地区名

昨年度の様子

住民福祉課（℡72－２１６１）からおしらせ
９月３日・４日に
「元気！ふれあい長寿のつどい」を開催
　75歳以上の皆さんを対象に、今年も敬老福祉大会「元気！ふれあい長寿のつどい」を９月３日（木）、４日（金）の２日間、それぞれ午前 11時から午後３時まで、紀州南部ロイヤルホテル（山内）で開催します。
　皆さんお誘い合わせて、ぜひご参加いただき、一日楽しくゆっくりお過ごしください。
　なお、今年の対象は、昭和 16年４月１日以前に生まれた方です。
●９月３日の参加対象地区
　南部（堺・埴田・片町以外）地区、高城地区、清川地区
●９月４日の参加対象地区
　南部 (堺・埴田・片町 )地区、岩代地区、上南部地区
参加申し込みは８月 20日までに長寿クラブ役員さんへ
　対象の皆さんには、８月上旬に案内状を郵送します。
参加申込書を同封していますので、ご記入の上、８月 20日（木）までにご自分の地区の長寿クラブ役員さん（上表）にお渡しください。　
　くわしくは、住民福祉課へお問い合わせください。

※写真挿入　Ｐ説　昨年度の様子

　６月７日のリハーサル大会及び５月から７月にかけて町内の各小学校で採火した火を、それぞれの代表者
によりひとつにまとめる集火式を行います。それと合わせ、みなべ町の炬火名の発表も行います。
　炬火とは、「たいまつ」の意味で、オリンピックの「聖火」にあたるものです。各市町村で採火された火は、紀
の国わかやま国体の総合開会式で集火され、国体開催期間中、選手を見守ります。

※「紀の国わかやま国体」みなべ町競技会場での、売店出店者及びおもてなし団体の募集は締め切りまし
た。たくさんのお申込みありがとうございました。

開催まで
あと５６日

（８月１日現在）

みなべ町集火式及び炬火名発表
開催日　８月９日（日）　
場　所　堺漁港（夏の子どもまつり2015会場）



　
電
気
は
日
常
生
活
や
経
済
活

動
な
ど
に
と
っ
て
、か
か
せ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
って
い
ま
す
。し
か

し
、便
利
な
電
気
も
使
い
方
を
誤

れ
ば
大
変
危
険
で
す
。日
頃
か
ら

電
気
の
安
全
使
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。毎
年
８
月
に「
電
気
使

用
安
全
月
間
」運
動
が
全
国
一斉

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
、身
の
回
り
で
電
気
を
安
全
に

使
用
し
て
い
る
か
見
な
お
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
電

気
を
流
し
て
よ
い
限
度
が
あ
り

ま
す
。テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
を

使
っ
て
た
こ
足
配
線
を
す
る
と
、

過
度
の
電
流
が
な
が
れ
て
大
変

危
険
で
す
。使
用
機
器
を
選
択

し
て
減
ら
す
な
ど
の
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

 

　

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

電
気
は
ム
ダ
な
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ

い
て
、今
年
度
よ
り
耐
震
ベッ
ド
、

耐
震
シェル
タ
ー
の
設
置
、購
入
に

か
か
る
費
用
も
対
象
と
な
り
ま

し
た
。補
助
を
ご
希
望
の
方
は
、

総
務
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
耐
震
診
断

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
に

つ
い
て
、耐
震
診
断
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

〈
診
断
費
用
〉

●
木
造
住
宅
　
無
料

●
非
木
造
住
宅
　
必
要
な
経
費

の
２
／
３（
上
限
８
万
９
千
円
）

を
補
助

〈
対
象
住
宅
〉

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
み
な
べ
町
内
の
住
宅

●
２
階
建
て
以
下
で
、延
べ
床
面

積
が
２
０
０
㎡
以
下
の
専
用
及
び

併
用
住
宅

〈
申
し
込
み
受
付
〉

　
募
集
戸
数
に
達
す
る
ま
で
、随

時
受
け
付
け
ま
す
。

〈
内
　
容
〉

●
専
門
の
耐
震
診
断
士
が
診
断

し
ま
す
。

●
診
断
結
果
は
、耐
震
診
断
士

が
２
〜
３
か
月
後
に
訪
問
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
耐
震
評
点
が
１・０
未
満
と
判

定
さ
れ
た
木
造
住
宅
や
、Is
値
が

０・６
未
満
ま
た
はｑ
値
が
１・０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
非
木
造
住

宅
は
、大
地
震
に
よ
り
倒
壊
の
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
、耐
震
改
修

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
Is
値
と
は
、建
物
の
強
度
や
粘

り
に
加
え
、そ
の
形
状
や
経
年
状

況
を
考
慮
し
た
耐
震
指
標
値
。

　ｑ
値
と
は
、保
有
水
平
耐
力
に

係
る
指
標
値
。

■
耐
震
補
強
設
計

　
耐
震
補
強
の
設
計
に
必
要
な

費
用
の
２
／
３（
上
限
13
万
２
千

円
）を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

●
耐
震
診
断
の
結
果
、木
造
住
宅

に
つ
い
て
は
耐
震
評
点
が
１・０
未

満
、非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is

値
が
０・６
未
満
、ま
た
はｑ
値
が

１
・０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
。

■
耐
震
改
修
及
び
建
替
え
工
事

　
耐
震
改
修
及
び
建
替
え
工
事

に
か
か
る
費
用
の
２
／
３（
最
大

60
万
円
）の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。さ
ら
に
平
成
27
年
度
中
に
工

事
を
完
成
さ
れ
た
場
合
、工
事
に

か
か
る
費
用
の
11・５
％（
最
大
41

万
１
千
円
）と
最
大
15
万
４
千
円

／
戸
の
追
加
補
助
金
も
受
け
ら

れ
ま
す（
15
万
４
千
円
の
追
加
補

助
金
に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
度

限
り
で
す
）。

　
平
成
27
年
度
中
に
工
事
が
完

成
さ
れ
た
場
合
、最
大
１
１
６
万

５
千
円
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

●
耐
震
診
断
の
結
果
、木
造
住
宅

に
つ
い
て
は
耐
震
評
点
１・０
未

満
、非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is

値
が
０・６
未
満
ま
た
はｑ
値
が

１・０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

●
改
修
及
び
建
替
え
工
事
後
に
、

木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
耐
震
評
点

が
１・０
以
上（
昭
和
45
年
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、耐
震
評

点
０・７
以
上
１・０
未
満
で
あ
れ

ば
対
象
と
な
り
ま
す
）、非
木
造

住
宅
に
つ
い
て
は
Is
値
が
０・６
以

上
か
つｑ
値
が
１・０
以
上
。

■
耐
震
ベ
ッ
ド
・
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー

　
既
存
の
木
造
住
宅
内
に
、耐
震

ベッ
ド・耐
震
シ
ェル
タ
ー
を
設
置
、

購
入
す
る
際
に
、費
用
の
２
／
３

（
最
大
26
万
６
千
円
）を
補
助
し

ま
す
。た
だ
し
、設
置
、購
入
す
る

耐
震
ベッ
ド・耐
震
シ
ェル
タ
ー
は
、

県
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

　
木
造
住
宅
で
、耐
震
診
断
の
結

果
、評
点
が
１・０
未
満
と
判
定

さ
れ
た
住
宅

※

補
助
件
数
に
つ
い
て
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、申
請
件
数
が
多

数
の
場
合
は
、高
齢
者
、障
が
い

者
の
方
を
優
先
し
て
補
助
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
各
事
業
の
補
助
を
受
け
る
に

は
、事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
及
び
申
し
込
み
は
、総
務
課

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
和
歌
山
県
で
は
、木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
評
点

が
１・０
未
満
と
判
断
さ
れ
た
木

造
住
宅
に
つ
い
て
、世
帯
主
が
60

歳
以
上
の
世
帯
や
障
が
い
者
の
方

が
居
住
す
る
住
宅
を
対
象
に
、専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、

各
種
相
談
や
改
修
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
無
料
で
行
って
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、役
場
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
事
業
で
、安
心・安
全
な
住
ま
い
を

今
年
度
か
ら
補
助
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
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　　平成２７年国勢調査のお知らせ
国勢調査が変わります！

インターネットでも回答できるようになりました。

　国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
　国勢調査の結果は、福祉、教育、雇用、防災、地域対策など、日本の未来をつくる基礎資料
になります。
●今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答され
　なかった世帯には、調査員が紙の調査票を配布して調査を行います。
●９月１０日から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、イン
　ターネットでの回答をご希望の方は、９月２０日までにご回答ください。

　
大
き
な
揺
れ
の
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、住
居
が
倒
壊
し
な
く

て
も
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、高
齢
者
の
み
の
世
帯

や
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、家
具
転
倒
防
止
金
具

（
器
具
）の
購
入
費
用
又
は
取
り

付
け
費
用
等
の
一
部
を
補
助
す

る
、高
齢
者
世
帯
等
防
火
防
災

機
器
設
置
補
助
金
を
創
設
し
て

い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者（
世
帯
）

①
65
歳
以
上
の一人
暮
ら
し
の
高

齢
者

②
世
帯
構
成
員
が
す
べ
て
65
歳

以
上
の
世
帯
の
世
帯
主

③
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
、２

級
、３
級
）の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
で
、一
人
暮
ら
し
又
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
と
同
居
す
る

世
帯
の
世
帯
主

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
で
、一
人
暮
ら
し
又
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
と
同
居

す
る
世
帯
の
世
帯
主

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
、２
級
、３
級
）の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
で
一
人
暮
ら
し
又

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
と

同
居
す
る
世
帯
の
世
帯
主

⑥
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
、２

級
、３
級
）、療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
の
み
の
世
帯
の
世

帯
主

⑦
生
活
保
護
世
帯
の
世
帯
主

●
補
助
対
象
経
費

○
Ｌ
型
金
具
や
家
具
連
結
用
金

具
な
ど
家
具
転
倒
防
止
金
具

（
器
具
）の
購
入
費

○
家
具
転
倒
防
止
金
具（
器
具
）

の
取
り
付
け
費

●
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
１
０
０
％

（
上
限
４
０
０
０
円
）

●
補
助
金
の
申
請
方
法

　
次
の
書
類
を
総
務
課
防
災
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。普
段
か

ら
、補
助
対
象
者
の
身
の
回
り
の

世
話
を
し
て
い
る
世
帯
の
方
な
ど

の
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。く

わ
し
く
は
総
務
課
防
災
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
町
指
定
の
申
請
書（
高
齢
者

世
帯
等
防
火
防
災
機
器
設
置
補

助
金
交
付
申
請
書
）

②
補
助
対
象
経
費
が
確
認
で
き

る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

③
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

 

高
齢
者
世
帯
等
防
火
防
災
機

器
設
置
補
助
金
で
は
、従
来
か
ら

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補

助
金
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の

購
入
又
は
設
置
費
用
の一部
補
助

（
上
限
４
０
０
０
円
）も
し
て
い
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
総
務
課
防
災
係

（
℡
72
ー
２
０
５
１
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
の
購
入

又
は
取
り
付
け
費
の一部
を
補
助
し
ま
す
！
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自己ベストの更新をめざして、頑張りました

少林寺拳法全国大会に出場！ NEWS

　６月28日、紀三井寺陸上補助競
技場で平成27年度和歌山県小学
生陸上競技選手権大会が開催さ
れ、みなべＡＣの選手が出場し次
の皆さんが入賞しました。
≪男子≫●８０ｍＨ（５･６年生共
通）第３位＝福島大起、第４位＝坂
本一樹
≪女子≫●１００ｍ（３年生）第５位
＝森川りな●走り幅跳び（４年生以

下）第１位＝大川菜々未●ソフトボール投げ（５･６年生共通）第１位＝森川ほのか

　７月12日、2015少林寺拳法県民体育大会が田辺市で開かれ、南部スポーツ少
年団及び南部道院のメンバーが出場し、７部門で最優秀となるなど優秀な成績を
収めました。
【組演武】●一般男子３段～４段の部　最優秀（1位）＝堀口敏寿・竹中恵介●中学生女子の部　最優秀＝小田愛里・

坂本夏美●小学生Ｂ白・黄帯の部　最優秀＝中
井亮輔・室井良太、優秀（２位）＝大川綾斗・片岡
千佳●小学生Ａ緑帯の部　優秀＝庄司悠眞・中
井達貴、優良（３位）＝大川菜々未・大江里佳
●同Ｂ　最優秀＝堀口叶愛・坂本結彩●小学生
Ａ茶帯の部　最優秀＝小西杏奈・畑野結月●小
学生Ａ黒帯の部　最優秀＝南部琴子・大山葵
【単独演武】●小学生白・黄帯の部　優秀＝堀口
虎之介●小学生緑帯の部　最優秀＝松本莉奈
【団体演武】●小学生の部　優秀＝南部スポーツ
少年団Ａ

スポーツ＝「梅」 梅の効能を世界の舞台に
　７月16日、世界ボクシング協会スーパーフェダー級
スーパー王者の内山高志選手と元世界２階級王者八
重樫東選手が来町されました。
　２選手とも日頃から梅干しを食べられているようで、内
山選手は、「汗をかいた後の塩分補給や、クエン酸によ
る疲労回復効果に梅干しを食べている」などと話されて
いました。町長から「梅を食べて活躍する姿を全国のみ
なさんに見せていただければ」と梅パワーによる、ますま
すのご活躍を願って、色々な梅製品の詰め合わせをプ
レゼントしました。

みなべＡＣの子どもたち
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　昨年に引き続き、今年も「花いっぱい運動・花のリレー」が始まりました。６月25日、南部高校農場で、「花の育て方
講習会」を行い、同校園芸科の先生から、花の植え方などを学びました。町内の学校や長寿クラブ連合会、花づく
り団体のみなさんに育
てていただいた花は、
秋の国体で、競技会場
や駅周辺、宿泊施設な
どに飾花し、国体参加
者はじめ多くの来町者
のみなさんを花いっぱ
いにしてお迎えします。

　９月26日のわかやま国体総合開会式（紀三井寺公園
陸上競技場）の集火式で、町の炬火を持って走る代表
ランナーに久保響暉君（清川）が任命されました。町内
在住の小学５年～中学３年生を対象にランナーを募集
し、16名の応募者の中から抽選で久保君が選ばれ、５
月28日に町長より任命書が手渡されました。

炬火ランナーに
高城中学校２年生の久保響暉君を任命

　６月７日の国体リハーサル大会及び５月から７月にかけて、町内の各小学校で「わかやま国体」に向けて採火式
を行いました。高城小学校は8月3
日に実施予定です。各所で採火し
た火は、８月９日に南部漁港で行な
われる夏の子どもまつりで集火式
を行い、みなべ町の炬火とします。

各小学校でマイギリを使って炬火の火を採火しました

花いっぱい運動、きれいな花でみなさまをお出迎え

岩代小

南部小 上南部小 南部高校

清川小



　冬に池で作った氷を夏まで
とっておいて売る氷屋さん（製氷
業）は、全国に数軒しか残って
いません。埼玉県では阿左美さ
んのところだけ。すきとおって美し
いかち割りやかき氷用の氷はと
ても涼しそうですが、天然氷を作
るのには大変な苦労があること
がよく分かります。
●わたしが外人だったころ（鶴
見俊輔）●主人公はいつも君
（大野寿子）●海の底にも山が
ある（加藤茂 監修）●マグロの
大研究（河野博 監修）●桐竹
紋十郎と文楽を観よう（小野幸
恵）●むこうがわ行きの切符（小
浜ユリ）●かさをかしてあげたア
ヒルさん（村山壽子）●わたしの
世界一ひどいパパ（ドネール）
●よるのとしょかん（カズノ・コハ
ラ）

ゆめよみ館・子ども向け

　思春期は大人への階段。大
切な時期ですが、思春期の息
子に戸惑っているというお母さん
も多いようです。保育士経験を
持ち、大学で教鞭をとっている
著者が、思春期男子の内面を
探り、“いい距離をとりながら心は
離さない”付き合い方を教えてく
れます。
●負けるもんか 正義のセ（阿川
佐和子）●十字路が見える（北
方謙三）●子供時代（リュドミラ・
ウリツカヤ）●世渡りの道（新渡
戸稲造）●犯罪に強いまちづくり
の理論と実践（小宮信夫）●検
証「イスラム国」人質事件（朝日
新聞取材班）●コウケンテツの
おやつめし（コウケンテツ）●シル
バー川柳　人生劇場編（みや
ぎシルバーネットほか）
　　　　　　　　　　

ゆめよみ館・大人向け

　身寄りもなく貧しい男の子、
ディックは、ロンドンのある商人の
家で下働きをさせてもらえること
になりますが、悩まされたのは、料
理女にたたかれることと、寝る時
にネズミが出ること。ネズミを取る
ためになけなしのお金で買った
猫が、ディックに幸運をもたらしま
す。イギリスの昔話。
●だいこん　だんめん　れんこ
ん　ざんねん（加古里子）●少
女探偵　月原美音（横山佳）
●ずかん　落ち葉の下のいきも
のとそのなかま（ミミズくらぶ）　

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
８月12日（水）午後３時から

 地球が誕生して４６億年。地球の歴史を振り返りながら、地
球の今、そして未来を考えてみませんか。火山や気象、環境
などの本を紹介します。

「地球」1階

　かんかん照りつけるおひさま、朝から鳴いてるセミの声。そ
んな日に、ちょっとすずしくなるような本はいかがでしょう？

「すずしくな～れ！」2階

思
春
期
男
子
の
育
て
方

　

       

　
　
　
　小
﨑
恭
弘（
す
ば
る
舎
）

か
き
氷

　天
然
氷
を
つ
く
る

デ
ィ
ッ
ク・ウ
ィ
ッ
テ
イ
ン
ト
ン
と
ね
こ

　

　

１日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　　　おはなし会（14：00～）
３日（月）休館
４日（火）チリメンモンスターをさがせ！
　　　　（小学1～3年生・14：00～）
６日（木）チリメンモンスターをさがせ！
　　　　（小学4年生以上・14：00～）
８日（土）おはなし会（14：00～）
10日（月）休館
13日（木）ちいさいひとのための
　　　　おはなし会（0～3歳）
　　　　（10：30～）
15日（土）おはなし会（14：00～）
17日（月）休館
20日（木）つくってあそぼう！
　　　　（14：00～）
22日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　おはなし会（14：00～）
24日（月）休館
27日（木）ちいさいひとのための
　　　　おはなし会（0～3歳）
　　　　（10：30～）
29日（土）おはなし会（14：00～）
31日（月）休館
9月1日（火）休館（館内整理日）

ゆめよみ館・8月のカレンダー

●晴れ女の耳（東直子）●旅す
る八百屋（青果ミコト屋）●臨床
医が語る　認知症と生きるとい
うこと（岩田誠）

おはなしをきく会おはなしをきく会

南部高校生のインターンシップ

　５歳くらいから楽しめます。8月15日（土）までに申し込んでください。

8月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信とき　８月２０日（木）　午後２時から
場所　ゆめよみ館　２階会議室

　ろうそくをともして、昔話を語ります。
　ドキドキ、わくわくのお話を一緒に楽しみませんか。

とき　８月２７日（木）　午後２時から
場所　生涯学習センター３階　視聴覚ホール

　７月14日～15日、南部高校生の２人が
インターンシップ（職業体験学習）で、カ
ウンターや本の整理などを手伝ってくれ
ました。

細
島
雅
代 
写
真

　

伊
地
知
英
信 
文（
岩
崎
書
店
）

マ
ー
シ
ャ・ブ
ラ
ウ
ン 

再
話・絵（
ア
リ
ス
館
）
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つくってあそぼう！ふちんし（浮沈子）　　つくってあそぼう！ふちんし（浮沈子）　　

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
児
童
扶
養
手
当
は
、子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
、

請
求
者
と
扶
養
義
務
者
等
の
前

年
の
所
得
が
限
度
額
以
上
の
場

合
は
、そ
の
年
度（
８
月
か
ら
翌

年
の
７
月
ま
で
）は
、手
当
の
全

部
、ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
に
は
、毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、８
月
初
め
に
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
送

付
し
ま
す
の
で
、８
月
31
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
、精
神
に

中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
、

ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
子
ど

も
を
、家
庭
で
養
育
し
て
い
る
父

母
、ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
も
、毎

年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
の
提
出
は
、８
月
31
日
ま
で
に

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当・在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の

申
請
が
ま
だ
の
方
は
８
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退職金共済法」と
いう法律により国が作った退職金制度です。
◎掛金の一部を国が助成　◎掛金は全額非課税　◎事業主が変わっても退職金
は企業間を通算して計算されます　◎経営事項審査で加点評価の対象　

建設業退職金共済組合和歌山県支部　和歌山市湊通丁北１丁目１－８
℡０７３－４３６－１３２７　Fax０７３－４２６－３９８７

くわしくはホームページで 建退共 検索

　
心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
は
、障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
扶
養
し

て
い
る
方
に
、在
宅
障
害
者
等
福

祉
手
当
は
、自
宅
で
生
活
し
て
い

る
障
が
い
が
あ
る
20
歳
以
上
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
の
支
給
額
は
、月
額
５
０
０
０

円
。在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

の
支
給
額
は
、月
額
４
０
０
０
円

で
、ど
ち
ら
も
９
月
と
３
月
に
半

年
分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
の
方
は
、●
町
内

に
住
み（
在
宅
障
害
者
等
は
１

年
以
上
）●
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
、次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・２

級
・３
級
・４
級
　
②
療
育
手
帳

Ａ・Ｂ
　
③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級・２
級・３
級

　
た
だ
し
、在
宅
障
害
者
等
福

祉
手
当
に
は
収
入
制
限（
73
万
２

１
０
０
円
）が
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金
２

級
以
上
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

年
金
額
が
制
限
額
を
超
え
ま
す

の
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、支
給
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。障
が
い
の
状
態

が
、支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る

が
申
請
し
て
い
な
い
と
い
う
方
は
、

８
月
31
日（
月
）ま
で
に
住
民
福

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
す
で
に
申
請
済
の
方
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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紀
州
農
業
協
同
組
合
が
事
業

主
体
の「
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
団
体
」（
以
下
円
滑
化
団
体
）

が
関
係
市
町
村（
御
坊
市・日
高

川
町
・
美
浜
町
・
日
高
町
・
由
良

町・印
南
町・み
な
べ
町・田
辺
市

龍
神
村
）に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
円
滑
化
団
体
で
は
、農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
及
び
町
の

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本

構
想
に
則
し
て
、効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
を
営
む
農
業

者
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集

積
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、農
地

利
用
集
積
円
滑
化
事
業（
農
地

所
有
者
代
理
事
業
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
農
地
所
有
者
か
ら
農
地
の
貸

付
け
等
の
委
任
を
受
け
て
、農
地

を
意
欲
あ
る
農
業
者
に
貸
付
け

等
を
行
う
も
の
で
、都
合
で
耕
作

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
農
地
を
、

代
わ
り
に
耕
作
し
て
く
れ
る
借

り
手
の
農
家
を
お
探
し
し
ま

す
。

○
円
滑
化
団
体
は
所
有
者
と
利

用
権
等
に
つ
い
て
委
任
契
約
を

結
び
、そ
の
契
約
に
基
づ
き
、農

地
の
所
有
者
を
代
理
し
て
権
利

設
定
を
調
整
し
ま
す
。

○
権
利
の
設
定
は
、農
用
地
利

用
集
積
計
画
等
に
よ
り
所
有
者

と
農
地
の
受
け
手
で
行
わ
れ
ま

す
。

○
受
け
手
が
み
つ
か
る
ま
で
の
間

は
、出
し
手（
所
有
者
）自
ら
農

地
を
耕
作（
管
理
）す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
農
地
の
貸
付
け
等
の
申
し
込

み
に
は
、各
種
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、農
地
の
利
用
集
積
や
規

模
拡
大
な
ど
を
希
望
す
る
借
り

手
の
農
家
の
方
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
紀
州
農
業
協
同
組
合
み
な
べ

営
農
指
導
セ
ン
タ
ー（
℡
72
│
１

１
７
４
）

　
役
場
産
業
課
内
　
農
業
委
員

会
事
務
局（
℡
72
│
１
３
３
７
）

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

８
月
〜
10
月
は「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
」

〝
新
・
い
き
い
き

   

農
地
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞

農地所有者代理事業（手続きの流れ）

　
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の
促
進
を

図
る
た
め
、毎
年
１
回
、農
地
法
の
規
定
に
よ

り
町
内
全
域
の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
た

め「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
和
歌
山
県
で
は
平
成
23
年
度
か
ら「
新・い

き
い
き
農
地
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
取
り
組
ん

で
お
り
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
検
証
を
加
え
な

が
ら
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
な
ど

に
向
け
て
強
化
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、町
内
の
耕
作
放
棄
地
は
昨
年
の
調

査
で
約
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
実
情
に
即
し
た
取
り
組
み

を
行
い
、農
業
委
員
会
の
十
分
な
役
割
や
使
命

を
発
揮
し
、耕
作
放
棄
地
解
消
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

＊円滑化団体は、委任を受けた農地をまとめて担い手へ貸し付けることも可能。

②～⑦は
農地利用集積円滑化団体

①
地
権
者
か
ら
申
し
込
み

②
希
望
内
容
の
聴
取

③
農
地
等
の
確
認

④
受
任
農
地
の
適
否
の
判
断

⑤
委
任
契
約
の
締
結

⑥
受
け
手
の
選
任
・
協
議

⑦
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
作
成・申
し
出

⑧
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
策
定

⑨
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
決
定・権
利
設
定

⑧⑨は町農業委員会

昨年の農地パトロールの様子

農
地
を
耕
作
し
て
く
れ
る
方
を
探
し
ま
す
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町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、個
別

に
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
８
月
21
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
相
談
内
容
　

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識
　
な
ど

　
子
ど
も
医
療
費
の
対
象
年
令

を
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日（
高
等
学
校
卒
業

相
当
）ま
で
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

等
を
受
診
さ
れ
た
際
の
保
険
適

用
分
の
医
療
費
自
己
負
担
額
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
新
た
に
受
給
資
格

が
発
生
す
る
お
子
様（
平
成
９

年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）で
、既
に
登
録
申

請
が
お
済
み
の
方
に
は
、受
給
者

証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。医
療
機

関
等
を
受
診
さ
れ
る
時
は
、必
ず

保
険
証
と一緒
に
受
給
者
証
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

※

受
給
者
証
を
提
示
し
な
い
と

自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、新
規
対
象
の
方
で
ま
だ

受
給
者
証
の
登
録
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、早
急
に
役
場
住

民
福
祉
課
で
申
請
手
続
き
を
し

て
、受
給
者
証
の
交
付
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
８
月
15
日（
土
）は
、70
回

目
の
終
戦
記
念
日
で
す
。

　
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
捧

げ
た
方
々
に
思
い
を
は
せ
、こ

の
方
々
が
身
を
挺
し
て
築
い
て

く
れ
た
平
和
の
あ
り
が
た
さ

を
か
み
し
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
こ
の
日
の
正
午
、鎮
魂
の
た

め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
の
診
療
か
ら

子
ど
も
医
療
費
制
度
の
対
象
を

高
校
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と

な
ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
、日
本
政
策

金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相

談
方
式
で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。安
心

し
て
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
相
談
日
時
　
８
月
26
日（
水
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
で
順
次

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課

※

個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
締
切
　
８
月
24
日（
月
）

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

移
動
県
民
相
談
の
お
知
ら
せ

移
動
県
民
相
談
の
お
知
ら
せ

●
日

　時
　

　
８
月
18
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

●
場

　所

　
西
牟
婁
振
興
局
　

　
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
│
１

●
内

　容

　
弁
護
士
及
び
県
民
相
談
員
に

よ
る
法
律
相
談
、行
政
相
談
、そ

の
他
一般
相
談
。

※

相
談
に
関
す
る
参
考
資
料
等

が
あ
れ
ば
、当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
予
約
受
付

　
８
月
４
日（
火
）か
ら
西
牟
婁

振
興
局
総
務
県
民
課（
℡
26
│

７
９
０
９
）で
電
話
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。（
先
着
10
名
）

８
月
15
日
は
、終
戦
記
念
日
で
す

黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す

消
費
生
活
・
農
業
資
金
相
談
の
く
わ
し
く
は
、

産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報みなべ　2015.8

11



　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
は
、金
属
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、適
正
に
処
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
為
、町
で
は
テ
ー
プ
類
だ

け
の一斉
回
収
を
、年
２
回
行
って

い
ま
す
。

　
今
年
度
１
回
目
の
回
収
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

類
と
は
別
に
し
て
、テ
ー
プ
類
だ

け
を
資
源
ご
み
用
指
定
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
一
斉
回
収
日
】

●
８
月
４
日
（
火
）

埴
田
、梅
ヶ
丘
団
地
、鹿
島
台
、

片
町
、新
町
、北
道

●
８
月
５
日
（
水
）

堺
、南
道
、中
島
、芝
、矢
谷
、芝

崎
、東
吉
田
、気
佐
藤
、新
庄
、千

鹿
浦
、山
内
、東
岩
代
、西
岩
代

●
８
月
６
日
（
木
）

上
南
部
地
区
、高
城
地
区
、清
川

地
区

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

８
月
４
日・５
日・６
日
に

テ
ー
プ
類一斉
回
収
を
行
い
ま
す

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
様
々

な
人
権
問
題
が
あ
り
、一
人
ひ
と

り
が
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
、

解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
一人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
権
感

覚
を
身
に
つ
け
、地
域
社
会
に
温

か
い
ふ
れ
あ
い
と
感
動
の
輪
が
よ

り
一層
広
が
って
行
く
こ
と
を
願
っ

て
、「
人
権
を
考
え
る
啓
発
標

語
」を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
作
品（
テ
ー
マ
）

　
わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

あ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
た
啓
発
標
語

■
応
募
期
間

　
９
月
１
日（
火
）〜
18
日（
金
）

■
応
募
対
象

　
小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、一

般（
高
校
生・大
学
生
含
む
）の
部

※

部
門
ご
と
に
、特
選
１
名
、入

選
若
干
名
を
選
考
し
、表
彰
し

ま
す
。

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
、住
所・氏
名・年

齢（
学
年
）・連
絡
先
を
記
入
し
、

教
育
委
員
会
へ
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
す
る
か
、町
内
の
各
学

校
、各
公
民
館
を
通
じ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
内
容
等
、く
わ
し
く
は
、

教
育
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

『
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
』を
募
集
し
ま
す

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
は
、

平
成
27
年
度
和
歌
山
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

資
格
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

●
試
験
日
　
11
月
22
日（
日
）

●
試
験
場
所
　

　
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
小
松
原
通
り
一
丁
目

１
番
地
　
和
歌
山
県
庁
正
面
前
）

※

11
月
８
日（
日
）、同
会
場
で
希

望
者
に
受
験
講
習
を
実
施
し
ま

す
。

●
申
込
書
配
布
期
間

　
８
月
24
日（
月
）〜
９
月
18
日（
金
）

●
申
込
書
受
付
期
間

　
９
月
７
日（
月
）〜
９
月
18
日（
金
）

●
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
　

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

（
和
歌
山
市
七
番
丁
23
番
地
）

　
ま
た
は
町
生
活
環
境
課（
役

場
庁
舎
隣
・
み
な
べ
浄
化
セ
ン

タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
試
験

等
運
営
委
員
会
事
務
局

（
和
歌
山
市
建
設
局
下
水
道
部

下
水
道
経
営
課
内
　
℡
０
７
３

│
４
３
５
│
１
０
９
３
）

　
ま
た
は
町
生
活
環
境
課

（
℡
72
│
３
６
０
５
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ
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重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群(

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ)

は
、日
本
に
広
く

分
布
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。マ
ダ
ニ
は
森

林
や
草
地
等
の
屋
外
に
生
息
し

て
お
り
、衣
類
や
寝
具
、食
品
な

ど
の
屋
内
発
生
す
る
ダ
ニ
と
は
異

な
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
、Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
、日
本
国
内

で
は
、２
０
１
３
年
１
月
に
初
め

て
の
患
者
が
報
告
さ
れ
、そ
れ
以

降
、西
日
本
を
中
心
に
患
者
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
症
状
に
つ
い
て

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら
６
日

〜
２
週
間
程
度
の
潜
伏
期
を
経

て
、発
熱
、消
化
器
症
状（
食
欲

低
下
、嘔
気
、嘔
吐
、下
痢
、腹
痛
）

が
多
く
認
め
ら
れ
、時
に
頭
痛
、

筋
肉
痛
、意
識
障
害
や
失
語
な

ど
の
神
経
症
状
、リ
ン
パ
節
腫
脹
、

咳
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
、皮
下

出
血
や
下
血
な
ど
の
出
血
症
状

な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。重
症
化

し
、死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

●
予
防
方
法
等
に
つ
い
て

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。

①
草
む
ら
や
藪
な
ど
、マ
ダ
ニ
が

生
息
す
る
と
思
わ
れ
る
場
所
に

入
る
時
は
、長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、足

を
完
全
に
覆
う
靴
、帽
子
、手
袋

を
着
用
し
、首
に
タ
オ
ル
を
巻
く

等
、肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

②
屋
外
活
動
後
は
、入
浴
し
、マ

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※

わ
き
の
下
、足
の
付
け
根
、手

首
、膝
の
裏
、胸
の
下
、頭
部
（
髪

の
毛
の
中
）等
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

③
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
た
時
は
、

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、医

療
機
関
で
処
置
し
て
も
ら
って
く

だ
さ
い
。

④
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱

等
の
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
ダ
ニ
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

　
国
立
感
染
症
研
究
所
昆
虫
医

科
学
部
（
℡
０
３―

５
２
８
５―

１
１
１
１
）又
は
、田
辺
保
健
所

（
℡
22―

１
２
０
０
）

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
な
さ
ま

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、自
分
の
氏
名
、年
齢
、か
か
り

つ
け
医
や
持
病
な
ど
の
医
療
情

報
、緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入

し
た
用
紙
を
、専
用
の
容
器
に
入

れ
、冷
蔵
庫
の
わ
か
り
や
す
い
場

所
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、も

し
も
の
緊
急
時
に
備
え
る
も
の

で
す
。

　「
も
し
も…

」の
と
き
に
、か
け

つ
け
た
救
急
隊
員
が
キ
ッ
ト
の
情

報
を
確
認
す
る
こ
と
で
、適
切
で

迅
速
な
処
置
が
行
え
る
と
と
も

に
、緊
急
連
絡
先
の
把
握
に
よ
り

親
族
等
へ
の
連
絡
が
行
え
、早
い

協
力
が
得
ら
れ
ま
す
。ま
た
、災

害
時
の
避
難
の
際
も
キ
ッ
ト
を
持

ち
出
す
こ
と
で
、健
康
管
理
に
役

立
つ
情
報
を
支
援
者
に
伝
え
て
い

け
ま
す
。

　
突
然
の
災
害
や
急
病
の
場
合

な
ど
救
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
起
き
た
ら・・・。ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
が
い
て
も
、駆
け
つ
け
た
救

護
者
や
救
急
隊
員
に
必
要
な
情

報
を
冷
静
に
伝
え
る
こ
と
は
、な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。そ
ん

な
時
の
た
め
に
常
備
し
て
お
く

と
安
心
な
の
が
、「
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
」で
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
夫

婦
世
帯
の
皆
様
に
は
、ぜ
ひ
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
置
を
お

勧
め
し
ま
す
。希
望
の
方
は
お
気

軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。手
続
き
の
く

わ
し
い
ご
案
内
を
し
ま
す
。

連
絡
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　
☎
74
│
８
０
６
５

も
し
も
の
時
に
役
立
つ

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の
配
置
を
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重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群(
Ｓ
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に
つ
い
て

マ
ダ
ニ
に
注
意
！

　

記入済みの救急医療情報キット記入用紙
写真（本人確認できるもの）
健康保険証や診察券のコピー
薬剤情報提供書（薬の種類や使用頻度な
どを書いたもの）やお薬手帳のコピーなど

●
●
●
●

救急医療情報キットの中には キットは冷蔵庫の
わかりやすい場所に
保管します。

救急医療情報キット記入用紙
キットのイメージキットのイメージ



紀の国被害者支援センターからお知らせ
犯罪や事故等の被害にあわれた方やそのご家族、ご遺族は直接な被害だけではなく、被害後に生じる様々な問題に苦しめられます。

このように、犯罪の被害にあうと、様 な々痛手を抱えることになります。

和歌山県公安委員会指定　犯罪被害者等早期支援団体
公益社団法人　紀の国被害者支援センター

どこに相談したらよいかわからない
身近に相談相手が見つからない
普段の生活を取り戻したい

事件や交通事故等に
　遭ってしまった

自分を責めてしまう
誰もわかってくれない
ずっと緊張している
思い出すと怖い

大きなショックを
受けた

立ち直れないのではと心配
どう接したらいいかわからない

家族や周りの人が
被害を受けた

自衛隊自衛官
募集

自衛隊自衛官
募集

職　種

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満

９月11･29日･
10月3日（和歌山市）
9月30日（田辺市）

自衛官候補生
（女子）

18歳以上
27歳未満 ９月25日（和歌山市）8月1日

～9月8日

年間を
通じて

8月1日
～9月8日

8月1日
～9月8日

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満

１次＝９月18日
（和歌山市･田辺市・
串本町）

１次＝９月23日
（和歌山市）

高卒（見込含）
～21歳未満

応募資格 受付期間 試験日（場所）

航 空 学 生

○ 願書請求及びお問い合せ先 ○
自衛隊御坊地域事務所（℡０７３８－２３－００２０）

または役場総務課（℡７２－２０５１）へ 
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毎月勤労統計調査
特別調査のお知らせ

　和歌山県では、厚生労働省所管のもと、本年も毎月勤労
統計調査特別調査を実施します。
　この調査は、小規模事業所における賃金、労働時間及び
雇用の実態について明らかにすることを目的に年１回実施
され、小規模事業所の実態を示す資料として、最低賃金の
改定審議等に使用されています。
　８月～９月にかけて統計調査員が、調査対象となる事業
所を訪問し、調査票を作成します。
　調査票に書かれた内容は、「統計法」により厳しく秘密が
守られます。また、統計以外の目的に用いられることも固
く禁じられています。

●調査対象
　常用労働者を１～４人雇用している事業所
●対象地区
　埴田地区・芝地区

和歌山県企画部企画政策局調査統計課

ひとりで悩まないで 話すことから始めませんか
まずはお電話ください 電話相談  ０７３－４２７－１０００

月～金曜日（午前10時から午後５時まで）
土曜日（午後１時～午後５時まで）
※日・祝・年末年始は休み

※8月23日（日）・30日（日）に南部公民館で説明会を開催します。

相談は無料で、秘密は厳守します

　和歌山大学南紀熊野サテライトでは、２０１５年後期の大学院科目等履修生
（２科目）・学部開放授業受講生（３科目）を募集します。

　アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト２０１５近畿地区大会の
観覧者を募集します。
　高専の学生達が、既成概念にとらわれず、自らの頭で考え、自らの手で作っ
たロボットを操縦し、競技を通じてその成果を競います。今年の競技課題は
「輪花繚乱（わっかりょうらん）」！１～３メートルの様々な高さのポールをめが
けて、ロボット達が輪投げを行います。
　たくさんの工夫を凝らしたロボットが競技に挑戦する「ロボットコンテスト
を観覧してみませんか。

観覧者募集

和歌山
大　学南紀熊野サテライト
受講生募集

学 　 　 部

科 　 　 目

定 　 　 員

対象（資格）

申 込 締 切 日

受  講  日

受 講 場 所

 

１科目あたり10人

８月３１日（月）

 

１科目あたり30人

１８歳以上の社会人の方

９月１８日（金）

大学を卒業した方又は同等以上
の学力があると認められる方

１０月から２月の間で、各授業科目を順次開講（金曜日夜間及び土
曜日に開講）

県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ（田辺市新庄町3353-9）
※「地域づくり戦略論Ａ」のみ秋津野ガルテン（田辺市上秋津4558-8）

くわしくは、和歌山大学南紀熊野サテライト（℡２３－３９７７）までお問い合わせください。
ＨＰ　http://www.wakayama-u.ac.jp/nanki-kumanoＨＰ　http://www.wakayama-u.ac.jp/nanki-kumano

大学院科目等履修生 学部開放授業

●紀伊半島の地質とジオパーク
●紀伊半島の環境と生活

●紀州郷土学２Ｂ
●地域暮らしの健康学Ａ
●地域づくり戦略論Ａ

○
○
○
○

開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 定 員
申 込 方 法

10月18日（日）１３時～
御坊市立体育館（御坊市薗76番地）
５５０名（※申込み多数の場合は抽選となります）

○
○
申 込 締 切
申込・問合せ先

９月14日（月）17時まで
和歌山工業高等専門学校　総務課総務・企画係
〒６４４-００２３  和歌山県御坊市名田町野島77
℡０７３８-２９-２３０１

往復ハガキに「高専ロボコン近畿地区大会観覧希望」と
タイトルをつけ、往信側には住所・氏名（ふりがな）・年
齢・性別・電話番号・観覧希望人数（４名まで）を、返信側
には宛名部分のみご記入の上、ご応募ください。
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

高専ロボコン
２０１５
近畿地区大会

昨年度の高
専ロボット



ミニドックの結果説明会

説明日   
８月11日（火）
12日（水）
17日（月）

　  18日（火）
　　19日（水）
　　20日（木）

説明場所

役　場

ふれ愛センター

説明日    
８月24日（月）
　　 25日（火）
 26日（水）
 27日（木）
 28日（金）
 31日（月）

説明場所
 

ふれ愛センター
 

高城公民館
清川公民館

　「健康塾は」は、国保メタボ健診（特定健診）の結果から、
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）またはその予備
群と判定され、保健指導が必要と判定された方や、血液検
査等の結果から、日常生活の注意が必要な方で、健康に関
心を持ってほしい方におすすめしています。
　教室では、メタボリックシンドロームについて理解し、生活
習慣の改善を行い、健康な生活がおくれるよう、運動や食事
について一緒に考えていきます。ぜひご参加ください。

　ミニドックの結果説明会の説明日と場所は、下表の
通りです。受診された方は、指定された日にお越しくだ
さい。なお、指定日に都合が悪い方は、指定日より後の
日にお越しください。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

愛之園保育園（℡72-2371）４日（火）・11日（火）10：00～10：50

トレーニング教室

8月7日（金）・21日（金）・28日（金）※14日はお休みです。
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う
楽しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

場所：はあと館（社会福祉センター）

プールで遊ぼう

上南部保育所（℡74-3022） ４日（火）10：00～11：00
清川保育所　（℡76-2251） ４日（火）～６日(木)10：00～11：00
南部保育所　（℡72-4520） ６日（木） ・７日（金)10：00～11：00
高城保育所　（℡75-2044）11日（火） ・25日(火)10：00～11：00
※プール遊びは、着替え・タオルをご持参ください。いずれも雨天中止。

プールで水遊び

上南部保育所（℡74-3022） 18日（火） 10：00～11：00
自由遊び

４・10か月児健診
対象　平成27年４月・26年10月生まれ　

８月７日（金）12：45～13：15
健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受付時間

１歳６か月児健診
対象　平成26年1月・2月生まれ

８月５日（水）12：45～13：15

予防接種 （ 場所 ふれ愛センター ）

二　種　混　合
対象　小学６年生（平成15年４月２日～平成16年４月１日）
※対象児には、学校を通じて案内をお渡ししています。

８月４日（火）13：00～13：20
予防接種名 実　施　日 受付時間

※受付時間は、いずれも午後１時～３時です。
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

日 時
場 所
内 容
　 　
対 象

８月27日（木）13：30～15：00
生涯学習センター
①赤ちゃん人形で抱っこの練習
②スリングの使い方や授乳時の姿勢など
妊婦または小さなお子さんの保護者

：
：
：

：

マタニティー＆ベビーサロン

日 時
場 所
対 象
申込先
持ち物

９月１日（火）13：30～15：00
ふれ愛センター
生後２ヶ月～９ヶ月のお子さん
こひつじランド（℡72－5711）
タオル2枚、バスタオル2枚、お茶・ミルクなど 
＊参加費500円

：
：
：
：
：

ベビーマッサージ
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和
歌
山
県
内
に
は
様
々
な
理
由

で
親
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。家
族
に

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
の
暖
か
い

心
の
温
も
り
を
子
ど
も
た
ち
に
! !

　
里
親
制
度
は
社
会
的
養
護
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、育
て
る
た
め
の
公
的
な
制
度
で

す
。里
親
支
援
セ
ン
タ
ー「
な
で
し

こ
」は
、和
歌
山
県
か
ら
業
務
委
託

さ
れ
た
里
親
支
援
機
関
で
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
な

ど
を
対
象
に
個
別
に
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時 

８
月
28
日（
金
）・29

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

相
談
は
予
約
制
で
、お
ひ
と
り

約
１
時
間
程
度
で
す
。

●
開
催
場
所
　
田
辺
市
民
総
合
セ

ン
タ
ー
　
２
階
会
議
室
４

●
申
込
方
法
　
８
月
26
日（
水
）ま

で
に
、電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
及
び
問
合
せ
先
　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー「
な
で
し
こ
」

（http://nadeshiko-wakayama.com/

）

〒
６
４
９
│
６
２
１
５

岩
出
市
中
迫
６
６
７
│
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３
６
│
69
│
１
０
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
６
│
69
│
１
０
０
２

E-m
ail

　

nadeshiko

＠shirt.ocn.ne.jp

ご
存
知
で
す
か
？「
里
親
」の
こ
と

熱
中
症
を
知
っ
て
、し
っ
か
り
予
防

『
物
忘
れ
相
談
』の
ご
案
内

専
門
医
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

相
談
会
を
開
催

高
温
多
湿
風
が
な
い・弱
い

　
最
近
、「
物
忘
れ
や
う
っ
か
り
ミ

ス
が
多
く
な
っ
た
」「
新
し
い
こ
と

を
覚
え
に
く
い
」な
ど
、気
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
認
知
症

に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
」と
いっ
た
お
悩
み

に
お
応
え
で
き
る
よ
う『
物
忘
れ

相
談
』を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　『
物
忘
れ
相
談
』で
は
、専
門
医

が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。物
忘
れ
な
ど
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
、「
認
知
症
で
は
な
い
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
は
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ご
家
族
の
方
だ

け
で
も
結
構
で
す
。費
用
は
無
料

で
す
。

●
対
象
者
　
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
み
な
べ
町
民

●
日
時
　
９
月
14
日（
月
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
東
本

庄
１
０
０
番
地
）

●
面
談
人
数
　
４
名
程
度

●
内
容
　
個
別
面
談（
１
人
30
分

程
度
）

●
面
談
医
師
　
み
な
べ
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニッ
ク
　
角
前
院
長

＊
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

事
前
に
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、相
談

さ
れ
た
い
方
の
最
近
の
様
子
や
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
、お
持
ち
い
た

だ
く
と
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
相
談
に
使
用
し
た
用
紙（
相
談

連
絡
表
）は
、町
で
保
管
し
、写
し

を
相
談
者
等
に
送
付
し
ま
す
。ま

た
、相
談
者
等
の
同
意
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
、認
知
症
予
防・支
援
の

事
業
等
を
行
う
、町
お
よ
び
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

閲
覧
し
ま
す
。

※

予
約
申
し
込
み・お
問
い
合
せ

は
、町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
74
│
８
０
６
５
）ま
で

　
熱
中
症
は
、体
内
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温
調
節

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
様
々
な
症
状
を

指
し
ま
す
。屋
外
だ
け
で
な
く
、室

内
で
何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
発

症
し
、救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、場
合

に
よ
って
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

熱
中
症
の
症
状

●
め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、手
足
の

し
び
れ
、・筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、気

分
が
悪
い

●
頭
痛
、吐
き
気
、嘔
吐
、倦
怠
感
、

虚
脱
感
、い
つ
も
と
様
子
が
違
う

《
重
症
に
な
る
と
》

●
返
事
が
お
か
し
い
、意
識
消
失
、

け
い
れ
ん
、か
ら
だ
が
熱
い

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る（
水

分
と
同
時
に
適
量
の
塩
分
も
）

●
外
出
時
は
必
ず
帽
子
や
日
傘
で

直
射
日
光
を
遮
り
ま
し
ょ
う

●
服
装
は
通
気
性
が
良
く
、体
を

締
め
付
け
な
い
、涼
し
い
服
装
や
着

方
を

●
無
理
を
せ
ず
、適
度
に
休
憩
を 

●
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
や
運
動
な
ど
で
、暑
さ
に
負

け
な
い
体
づ
く
り
を

熱
中
症
と
思
わ
れ
る
人
を
見
か

け
た
ら

●
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や

風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、涼
し
い

場
所
へ
避
難
さ
せ
る

●
衣
服
を
ゆ
る
め
、体
を
冷
や
す

（
特
に
、首
の
周
り
、脇
の
下
、足
の

付
け
根
な
ど
）

●
水
分・塩
分
、経
口
補
水
液（※

水
に
食
塩
と
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し

た
も
の
）な
ど
を
補
給
す
る

こ
ん
な
日
は
注
意
！

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、意

識
が
な
い
場
合
は
、す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！



毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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6 8
■高城小5・6年、臨海学習（～7日）
■高城中1年、校外学習
■南部保、おひさま広場
（開放保育）・プールで水遊び  ～7
日・10：00～）
■テープ類一斉回収
　（上南部・高城・清川）

■愛之園保、お泊り保育（～８日）
■高城中、思春期体験学習
■4・10か月児健診
　（12：45～・ふれ愛センター）

■ひかり保、終業式
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■夏の子どもまつり2015・紀の
国わかやま国体みなべ町集火式
（堺漁港）

97

13 15
「戦没者を追悼し平和を祈念する
日」（正午にサイレンを鳴らします
ので黙祷をお願いします）

1614

20 22
■つくってあそぼう！ふしんち
（浮沈子）（14：00～・ゆめよみ館）

■南部保・上南部保・清川保、避難
訓練
■南部幼、登園日
■南部小・高城小・南部中、登校日
■消費生活相談会
　（13：00～・役場）

■高城中、ガードレール清掃
■梅の里少年野球大会
　（共和球場 他）

■上南部小、環境整備作業
■梅の里少年野球大会
　（共和球場 他）

2321

27 29
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・生涯学習センター）
■おはなしをきく会
　（14：00～・生涯学習センター）
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）

■清川保、こひつじランド来園 ■ひかり保、避難訓練
■梅の里少年野球大会
　（共和球場 他）

■南部小、環境整備作業

3028

◆「青い羽根募金」強調運動期間
◆農薬危害防止運動
◆北方領土返還運動全国強調月間

◆食品衛生月間
◆電気使用安全月間
◆道路ふれあい月間

◆水の週間（1日～7日）
◆自然に親しむ運動（～20日）
◆道路防災週間（25日～31日）

◆防災週間・建築物防災週間
 （30日～9月5日）
◆夏の省エネキャンペーン
 （～9月30日）

1

■高城中、奉仕作業

■清川小、臨海学習
　（3～6年は宿泊・～３日）

2鹿島神社花火祭り
水の日
夏の省エネ総点検の日

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●18日（火）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

◆27日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

◆８日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●21日（金）13：00～16：00
◇はあと館（片町）で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

3 4 5
■清川保（～６日）、愛之園保・上南
部保、おひさま広場（開放保育）・
プールで水遊び（10：00～）
■二種混合予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）
■テープ類一斉回収
　（埴田・片町・新町・北道）

■南部保、プール参観日
■愛之園保、避難訓練
■岩代小、登校日
■1歳6か月児健診
　（12：45～・ふれ愛センター）
■テープ類一斉回収（堺・南道・芝・
芝崎・東吉田・気佐藤・新庄・千鹿
浦・山内・東岩代・西岩代）

■南部小・上南部小・高城小、
　登校日
■南部中、登校日
　（平和学習・租税教室）

北道王子祭り

10 11 12
■愛之園保・高城保、おひさま広場
（開放保育）・プールで水遊び（10：
00～）

■高城保、絵本の読みきかせ■清川小・上南部中、登校日
　（平和学習）

道の日

17 18 19
■愛之園保、避難訓練
■上南部保、おひさま広場（開放保
育）・自由遊び（10：00～）
■南部長寿大学
　（14：00～・南部公民館）
■人権・行政・登記相談
　（13：30～・役場）

■南部保、絵本の読み聞かせ
■上南部保、プール参観日
　（～21日）
■上南部中1年、登校日

食育の日 

24 25 26
■高城保、おひさま広場（開放保
育）・プールで水遊び（10：00～）
■愛之園保、eco孫爺　一緒に遊ぼ
うわらべうた
■上南部中2年、登校日
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）

■白梅幼、始業式■ひかり保、始業式
■高城保、避難訓練
■高城中、職場体験学習（～25日）
■上南部中3年、登校日

■町内各小中学校、始業式
■高城中、租税教室

各納期　町県民税/国民健康保険
税/介護保険料/後期高齢者医療保
険料

31

◆「青い羽根募金」強調運動期間
◆農薬危害防止運動
◆北方領土返還運動全国強調月間

◆食品衛生月間
◆電気使用安全月間
◆道路ふれあい月間

◆水の週間（1日～7日）
◆自然に親しむ運動（～20日）
◆道路防災週間（25日～31日）

◆防災週間・建築物防災週間
 （30日～9月5日）
◆夏の省エネキャンペーン
 （～9月30日）
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公共下水

（件）

1,445／約2,100　（68.8％）（前月比+6）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（6月30日現在）

男
女
人口
世帯数

6月末現在
６，436人
７，０９７人
１３，５３3人
４，８１5世帯

（前月比）
（－ 5  人）
（± 0 人）
（－ 5  人）
（+4世帯）

6月中の異動
出生　  4人
死亡   18人
転入　28人
転出　19人

高齢化（65歳以上）
割合  29.4％

人のうごき西岩代 115／129 （89．1％） （前月比±0）
東岩代 149／181 （82．3％） （前月比±0）
受　領    35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260 （84．6％） （前月比±0）
本　郷 117／129 （90．7％） （前月比±0）
共和西    52／77 （67．5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84．8％） （前月比±0）
晩稲熊岡 227／364 （62．4％） （前月比+2）

南部高校新体操部が団体・個人で優勝
県高校総体新体操

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

　県高校総体新体操
競技が県立体育館で
開催され、南部高校新
体操部が、女子団体で
優勝、女子個人では林
和悠さんが優勝し、８
月７日・８日に大阪市
中央体育館で開催さ
れるインターハイに、
団体の部と個人の部
で林さんが出場され
ます。

新体操部メンバー
〔3年生〕
田中　冴　林　和悠
小竹史花　安井美織
〔1年生〕
板東美憂　久あゆみ
（敬称略）


